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１０ 予算特別委員会　令和２年度予算

１３ 提出された議案とその結果

１４ 特集　政務活動費の報告
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市議会だより天童

‌�蔵増いなほっ子児童クラブの子どもたちは、
毎日元気いっぱい外遊びを楽しんでいます。
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のです。

３月定例会

TENDO

2020

№168
5.1

インターネットで
議会中継

www.city.tendo.yamagata.jp



3 月 定 例 会

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、３月２日・３日の２日間
の日程で、１３人の議員が行いました。
　本市の人口や新型コロナウイルス対策について、ま
た、未就学児の安全対策等について市長や教育長等の
見解を求めました。
※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

審　査　日　程
月　日 内　　容

２／２７（木） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、
　　　　予算特別委員会の設置など）

３／２（月）
３／３（火） 本会議（市政に対する一般質問）

３／４（水） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
３／５（木） 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）
３／６（金） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
３／９（月）
　～１２（木） 予算特別委員会（付託案件の審査）

３／１３（金） 予算特別委員会（討論、表決）
３／１８（水） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

熊
澤
光
吏 

議
員

＊‌�

持
続
可
能
な
本
市
の
情
報
発

信
に
つ
い
て

＊‌�

持
続
可
能
な
本
市
の
教
育
方

法
に
つ
い
て

笹
原
隆
義 

議
員

＊‌�

本
市
の
人
口
に
つ
い
て

＊‌�
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

三
宅
和
広 

議
員

＊‌�
多
額
の
改
修
費
用
を
要
す
る

学
校
プ
ー
ル
の
今
後
の
運
用

方
針
に
つ
い
て

遠
藤
喜
昭 
議
員

＊‌�

本
市
の
農
業
を
守
っ
て
い
く

た
め
に

＊‌�

モ
ン
テ
デ
ィ
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山
形
新
ス
タ

ジ
ア
ム
建
設
に
つ
い
て

石
垣
昭
一 

議
員

＊‌�

国
民
健
康
保
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つ
い

て
伊
藤
和
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議
員

＊‌�

県
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働
き
方
改
革
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示
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れ
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が
本
市
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取
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組

み
は

武
田
正
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議
員

＊‌�

新
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て

＊‌�

名
所
・
旧
跡
等
の
修
復
・
保

存
に
つ
い
て

山
口
桂
子 

議
員

＊‌�

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
向
け
て

鈴
木
照
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員

＊‌�
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排
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に
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い
て

＊‌�

児
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数
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推
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伴
う
対
策
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い
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一 

議
員

＊‌�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
の
本
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

五
十
嵐
浩
之 

議
員

＊‌�
事
前
に
約
束
の
な
い
業
者
等

の
訪
問
に
つ
い
て

＊‌�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
免
除

申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て

野
口
さ
つ
き 

議
員

＊‌�

未
就
学
児
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

松
田
光
也 

議
員

＊‌�

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
＊‌�

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

★
て
ん
ど
う
創
生
の
会

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
清
新
会

★
無
会
派

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

　令和元年度第６回市議会定例会（３月定例会）
は、２月２７日から３月１８日までの２１日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議で、専決処分１件を承認し、人
事案件２件について同意しました。また、令和
元年度各会計補正予算議案９件及び一般議案１
件を原案のとおり可決しました。そのほか、令
和2年度各会計予算や条例議案等２５件が上程さ
れ、予算特別委員会及び所管常任委員会に付託
され、右記日程で審査を行い、最終日の本会議
で採決が行われました。
　また、本会議最終日には、補正予算議案１件
及び一般議案１件が上程され採決が行われまし
た。
（採決結果は１３ページに掲載してあります。）
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一 般 質 問

持
続
可
能
な
情
報
の

発
信
を

本
市
の
発
展
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　
情
報
発
信
の
効
率
化
が
進
む

中
で
、
幅
広
い
世
代
の
人
が
得

た
い
情
報
を
必
要
な
と
き
に
簡

単
に
取
り
出
せ
る
自
治
体
ア
プ

リ
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　

自
治
体
ア
プ
リ

は
、
住
民
や
観
光
客
な
ど
を
対

象
に
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
と
す
る

情
報
を
発
信
す
る
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
徐
々
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。
導
入
に
つ
い
て
市
政
全

般
を
網
羅
す
る
よ
う
な
ア
プ
リ

開
発
は
、
時
間
と
コ
ス
ト
の
面

か
ら
当
面
は
考
え
て
い
な
い

が
、
特
定
の
機
能
に
特
化
し
た

個
別
的
な
ア
プ
リ
に
つ
い
て

は
、
関
係
す
る
事
業
の
中
で
有

効
性
を
判
断
し
な
が
ら
、
導
入

　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の

中
、
本
市
の
人
口
も
減
少
し
て

い
る
。
本
市
の
人
口
を
維
持
・

回
復
し
て
い
く
た
め
の
施
策
や

今
後
の
方
向
性
は
。
ま
た
、
本

市
在
住
の
外
国
人
の
数
が
増
え

て
い
る
が
、
他
自
治
体
で
は
ご

み
出
し
や
騒
音
な
ど
で
地
域
と

の
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
る
。

本
市
の
状
況
や
課
題
へ
の
対
策

は
。

山
本
市
長　
東
京
圏
へ
の
一
極

集
中
が
加
速
し
て
い
る
中
、
今

後
も
本
市
の
人
口
減
少
は
続
く

と
予
想
さ
れ
る
。
人
口
の
維

持
・
回
復
に
向
け
、
幅
広
い
分

野
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
、
本
市
の
特
徴
的
な
施
策
や

を
検
討
し
た
い
。

遠
藤
総
務
部
長　
個
別
的
ア
プ

リ
と
し
て
想
定
で
き
る
も
の
は

観
光
情
報
関
係
、
子
育
て
関

係
、
ご
み
関
係
等
が
考
え
ら
れ

る
。
今
後
、
内
容
を
十
分
に
研

究
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
汎
用

性
と
費
用
対
効
果
を
検
討
し
判

断
す
る
。

持
続
可
能
な
防
災
教
育

に
向
け
て

　
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、

自
助
の
能
力
強
化
が
求
め
ら

れ
、
特
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
防

災
教
育
が
今
以
上
に
必
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
自
治

体
で
は
体
育
や
社
会
科
等
の
授

業
に
防
災
教
育
の
方
法
を
組
み

合
わ
せ
、
わ
か
り
や
す
く
楽
し

み
な
が
ら
自
助
能
力
を
向
上
さ

せ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
子

ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
上
で
導

入
す
べ
き
で
は
。

相
澤
教
育
長　
こ
れ
ま
で
市
内

各
学
校
に
お
い
て
、
児
童
・
生

徒
を
自
然
災
害
や
登
下
校
中
の

事
件
、
事
故
か
ら
守
る
た
め
各

校
の
実
情
に
合
わ
せ
、
学
校
外

の
生
活
も
想
定
し
た
防
災
学
習

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
科

に
限
ら
ず
教
育
活
動
全
体
を
通

し
て
指
導
内
容
を
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
、
災
害
へ
の
対
応
能
力

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
各
校
の
防
災
計
画

に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
継
続

し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
の
下
、
必
要
に
応
じ
て
計
画

を
見
直
し
な
が
ら
自
助
能
力
を

高
め
る
防
災
教
育
を
推
進
し
て

い
く
。

優
位
性
の
あ
る
分
野
を
伸
ば

し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
本
市
で
も
、
外
国
人
が
ご
み

分
別
を
間
違
う
事
例
が
あ
る
。

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
が
発
行
し

た
外
国
語
表
記
の
分
別
表
を
配

布
し
た
り
、
外
国
人
を
雇
っ
て

い
る
事
業
者
や
ア
パ
ー
ト
管
理

会
社
か
ら
指
導
し
て
も
ら
っ
た

り
し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
相
談
窓

口
の
強
化
や
国
際
交
流
協
会
の

在
住
外
国
人
支
援
事
業
を
検
討

し
て
い
く
。

積
極
的
な
施
策
で
介
護

人
材
確
保
を

　
本
県
の
介
護
人
材
不
足
は
、

４
０
０
０
人
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
将
来
に
向
け
た
対
策
を
探

る
べ
き
だ
が
、
本
市
の
介
護
人

材
確
保
に
向
け
た
考
え
は
。

山
本
市
長　
団
塊
の
世
代
が
７５

歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
に

は
、
介
護
人
材
が
約
３４
万
人
不

足
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
も
介
護
人
材
は
不
足
し

て
お
り
、
今
後
も
同
様
の
状
況

が
続
く
と
懸
念
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
介
護
職
の
就
職
面
談

会
や
介
護
の
魅
力
を
発
信
す
る

映
画
の
上
映
会
、
講
演
会
で
介

護
職
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に

介
護
職
員
宿
舎
借
上
支
援
事
業

の
実
施
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
。
国
・
県
も
労
働
環
境
の
改

善
や
、
新
た
な
担
い
手
と
し
て

外
国
人
の
受
け
入
れ
を
拡
充
し

て
い
る
。

熊く
ま

澤ざ
わ

光ひ
か

吏り

議
員

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員

てんどう市議会だより №168てんどう市議会だより №1683
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一 般 質 問

多
額
の
費
用
を
要
す
る
学
校

プ
ー
ル
、
今
後
の
あ
り
方
は

新
体
制
に
な
っ
た

農
業
委
員
会
活
動
の
状
況
は

　
学
校
プ
ー
ル
の
改
修
に
は
１

校
当
た
り
約
８
０
０
０
万
円
の

費
用
が
か
か
る
。
耐
用
年
数
を

４０
年
と
し
た
場
合
、
年
間
約
２

０
０
万
円
の
負
担
と
な
る
。
ほ

か
に
も
上
下
水
道
代
や
機
械
設

備
な
ど
の
修
繕
費
と
い
っ
た
費

用
も
か
か
る
。
プ
ー
ル
を
運
用

し
て
い
く
た
め
に
多
額
の
経
費

を
費
や
し
て
い
る
。

　
千
葉
県
佐
倉
市
、
神
奈
川
県

海
老
名
市
な
ど
で
は
、
学
校

プ
ー
ル
を
廃
止
し
水
泳
の
授
業

を
校
外
の
プ
ー
ル
で
実
施
し
て

い
る
学
校
が
あ
る
。

　
学
校
か
ら
校
外
の
プ
ー
ル
ま

で
の
移
動
手
段
を
ど
う
す
る

か
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ど
う
編

　
本
市
農
業
委
員
会
は
、
今
年

７
月
で
一
期
３
年
を
迎
え
る
。

就
農
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
等
に
よ
る
遊
休
農
地
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
の
み
な
ら

ず
、
最
近
は
、
東
部
地
域
の
鳥

獣
被
害
や
産
出
額
県
内
１
位
の

リ
ン
ゴ
の
黒
星
病
大
量
発
生
な

ど
、
農
業
従
事
者
に
と
っ
て
問

題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
対
し
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

堀
越
農
業
委
員
会
会
長　
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
加

わ
っ
た
こ
と
で
、
遊
休
農
地
の

解
消
面
積
や
相
談
件
数
が
６
割

ほ
ど
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
新
体

制
移
行
後
は
、
そ
れ
ま
で
の
建

成
す
る
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る

が
、
他
市
で
の
事
例
を
参
考
に

し
て
、
本
市
で
も
一
つ
の
学
校

を
モ
デ
ル
校
と
し
て
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

　

経
費
的
な
こ
と
の
ほ
か
に

も
、
水
泳
指
導
を
外
部
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
、
体
育
の
専
任

教
員
が
い
な
い
小
学
校
で
は
教

員
の
負
担
軽
減
が
図
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
プ
ー
ル
跡

地
に
屋
根
付
き
の
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
整
備
す
る
な
ど
す
れ

ば
、
冬
期
間
も
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
や
サ
ッ
カ
ー
の
パ
ス
回
し
が

で
き
た
り
、
災
害
発
生
時
の
避

難
場
所
と
し
て
も
利
用
で
き

る
。
土
地
の
有
効
活
用
と
い
っ

た
点
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

相
澤
教
育
長　
学
校
間
の
教
育

条
件
の
格
差
を
な
く
し
公
平
な

学
習
環
境
の
整
備
を
行
う
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
学
校
プ
ー
ル

を
廃
止
し
校
外
の
プ
ー
ル
を
活

用
す
る
考
え
は
な
い
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
は
再
考
す

る
時
期
が
来
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
現
時
点
で
は
現
在
行
っ
て

い
る
プ
ー
ル
指
導
で
十
分
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

議
方
式
か
ら
農
地
等
利
用
最
適

化
推
進
に
つ
い
て
の
意
見
書
と

し
て
市
長
に
提
出
し
て
い
る
。

今
年
度
、
樹
園
地
の
簡
易
ト
イ

レ
設
置
が
実
現
し
た
。
来
年
度

は
リ
ン
ゴ
黒
星
病
対
策
と
し
て

病
害
虫
被
害
拡
大
防
止
事
業
、

地
域
で
共
同
利
用
す
る
乗
用
草

刈
り
機
導
入
支
援
事
業
、
捕
獲

し
た
鳥
獣
の
適
正
処
理
を
支
援

す
る
事
業
、
離
農
の
際
、
更
地

に
す
る
農
地
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
支

援
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
電
気
柵

設
置
の
支
援
拡
充
を

　
鳥
獣
被
害
対
策
の
電
気
柵
設

置
に
係
る
補
助
は
、
こ
れ
ま
で

施
工
費
を
含
む
費
用
を
補
助
し

て
い
た
が
、
令
和
元
年
度
か
ら

施
工
費
を
含
ま
な
い
補
助
と

な
っ
た
。
不
公
平
感
も
あ
り
、

元
に
戻
し
こ
れ
か
ら
の
鳥
獣
被

害
対
策
を
進
め
て
い
く
べ
き
で

は
。

山
本
市
長　
近
年
、
野
生
の
イ

ノ
シ
シ
が
感
染
源
と
見
ら
れ
る

豚
コ
レ
ラ
が
全
国
的
に
発
生

し
、
全
国
各
地
で
対
策
用
防
護

柵
の
需
要
が
増
え
施
工
費
が
高

騰
し
た
。
従
前
ど
お
り
で
は
今

後
、
希
望
農
家
に
補
助
で
き
な

く
な
る
た
め
、
農
家
に
説
明
し

理
解
を
得
た
上
で
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
力
で
設
置
が
困

難
な
農
家
に
は
、
職
員
が
設
置

を
手
伝
っ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
中
心
に
な
っ
て

い
る
本
市
農
業
の
振
興
に
、
こ

れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
く
。

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

遠え
ん

藤ど
う

喜よ
し

昭あ
き

議
員

学校プールを廃止して
学外施設を利用すると

メリット

デメリット

改修費用約8000万円が削減できる

学校間で教育条件の格差が生じる

新たな経費と新たな教員の負担が生じる

教員の負担が
軽減できる

土地の有効
活用が図れる
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一 般 質 問

国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
軽
減
策
を

教
職
員
の
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
に

ど
う
取
り
組
む
の
か

　
国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆

保
険
を
下
支
え
す
る
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の
国
民

健
康
保
険
加
入
の
現
状
と
実
態

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

山
本
市
長　
本
市
の
国
民
健
康

保
険
加
入
世
帯
は
１
月
末
現
在

で
７
５
１
０
世
帯
、
被
保
険
者

数
は
１
万
２
５
３
６
人
で
、
加

入
率
は
２０
・
２
㌫
で
あ
る
。

　
今
年
度
の
当
初
賦
課
時
点
の

税
額
は
、
被
保
険
者
１
人
当
た

り
９
万
６
８
８
６
円
、
１
世
帯

当
た
り
１６
万
３
６
４
４
円
と

な
っ
て
い
る
。
被
保
険
者
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、
今
後
、

　
公
立
学
校
教
員
の
超
過
勤
務

時
間
の
調
査
が
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
。
働
き
方
改
革
と
称
し

た
、
部
活
指
導
員
の
導
入
な
ど

も
行
わ
れ
た
が
、
改
善
が
み
ら

れ
な
い
。

　
山
形
県
教
育
委
員
会
が
昨
年

１２
月
に
公
立
学
校
の
働
き
方
改

革
プ
ラ
ン
を
示
し
た
。
こ
の
改

革
プ
ラ
ン
で
は
令
和
４
年
度
末

ま
で
に
、
超
過
勤
務
時
間
を
前

年
度
調
査
よ
り
２０
㌫
ず
つ
削
減

し
、
８０
時
間
を
超
え
て
残
業
す

る
教
員
を
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
を

定
め
て
い
る
。

　
天
童
市
の
現
状
と
県
の
改
革

プ
ラ
ン
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

相
澤
教
育
長　
天
童
市
で
は
毎

社
会
保
険
適
用
の
さ
ら
な
る
拡

大
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
国
的
に
被
保
険
者
数
の

減
少
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

　
本
市
の
被
保
険
者
の
５０
・
３

㌫
は
６５
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
に
よ

り
医
療
費
が
増
加
す
る
中
、
加

入
者
は
退
職
者
や
無
職
な
ど
低

所
得
者
が
多
く
、
構
造
的
に
財

政
運
営
が
厳
し
い
と
い
う
問
題

を
抱
え
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

子
ど
も
に
か
か
る

均
等
割
の
減
免
を

　
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支

援
と
と
も
に
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
へ
の
支
援
と
し
て
、
子

ど
も
に
か
か
る
均
等
割
を
所
得

に
応
じ
て
減
額
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
子
ど
も
に
か
か
る

均
等
割
の
保
険
税
軽
減
制
度
創

設
に
つ
い
て
は
、
全
国
市
長

会
、
全
国
知
事
会
か
ら
国
に
要

望
し
て
い
る
。

　
な
お
、
均
等
割
を
所
得
に
応

じ
て
減
額
す
る
こ
と
は
、
世
帯

の
軽
減
判
定
所
得
を
算
定
し
、

２
割
軽
減
、
５
割
軽
減
及
び
７

割
軽
減
を
行
っ
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

間
に
お
け
る
負
担
の
公
平
性
や

健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
の
観

点
か
ら
、
市
独
自
の
減
免
制
度

は
考
え
て
い
な
い
。

月
学
校
に
在
校
等
の
時
間
の
報

告
を
義
務
付
け
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
時
間
外
の
勤
務
時
間
が

短
く
な
っ
て
い
る
。
各
学
校
の

工
夫
で
、
会
議
や
行
事
が
精
選

さ
れ
、成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
質
的
に
教
員
の
業

務
量
は
増
加
し
て
い
る
。

　
天
童
市
は
独
自
に
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配

置
し
、
緊
急
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
業
務
改
善
を
図
っ
て

き
た
。
来
年
度
か
ら
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
超
過
勤

務
時
間
の
軽
減
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル

支
援
員
・
相
談
員
な
ど
人
的
支

援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

現
在
の
教
職
員
数
で
は
十
分
と

は
い
え
な
い
。
教
職
員
定
数
の

増
加
を
国
や
県
に
対
し
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

改
革
プ
ラ
ン
実
現
の

具
体
策
は

　
改
革
プ
ラ
ン
で
は
１０
項
目
の

具
体
的
取
り
組
み
を
示
し
て
い

る
が
、
天
童
市
教
育
委
員
会
と

し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

相
澤
教
育
長　
勤
務
時
間
の
管

理
は
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
。
労
働
安
全
衛
生
管
理

は
医
師
会
と
連
携
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
お
盆
前
後
９
日
間
の

学
校
閉
庁
期
間
を
設
け
、
休
み

や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
各
学
校
に
地
域
の

講
師
派
遣
の
予
算
措
置
で
地
域
・

人
材
の
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

　
教
材
研
究
の
支
援
に
つ
い
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
会
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

石い
し

垣が
き

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員
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市民課窓口に設置している
フォトボード

一 般 質 問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」の

普
及
へ
の
取
り
組
み
は

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
は
、
世
界
的
な
広
が
り
が
懸

念
さ
れ
、
日
本
で
も
感
染
が
拡

大
し
て
お
り
、
市
民
の
不
安
は

日
を
追
う
ご
と
に
増
し
て
い

る
。
市
民
が
恐
れ
ず
、
慌
て
ず

対
処
す
る
に
は
、
確
か
な
情
報

提
供
が
大
切
で
あ
る
。
現
況
で

の
国
・
県
か
ら
各
自
治
体
へ
の

対
応
指
導
と
、
市
の
方
針
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
２
月
２６
日
に
国
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
が
基
本
方
針
を
示
し

た
。
本
市
で
は
、
２
月
３
日
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
庁
内
連
絡
会
議
を

２
回
開
催
し
、
そ
の
後
、
２
月

　
天
童
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
率
向
上
の
た
め
に
、
天

童
市
で
行
っ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
さ
ら
な
る
普
及
の
た
め

に
取
り
組
む
施
策
を
お
伺
い
し

た
い
。

　
今
後
は
、
健
康
保
険
証
と
し

て
も
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

な
ど
、
よ
り
広
報
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

山
本
市
長　
令
和
２
年
２
月
９

日
現
在
の
本
市
に
お
け
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
状
況

は
１４
・
１
㌫
で
、
県
内
２
番
目

と
な
っ
て
い
る
。
各
市
立
公
民

２６
日
に
は
対
策
本
部
を
設
置
。

本
日
ま
で
２
回
の
対
策
本
部
員

会
議
を
開
催
し
、
全
庁
的
な
情

報
の
共
有
と
対
応
方
針
に
つ
い

て
協
議
を
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
情

報
や
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル

で
配
信
し
た
ほ
か
、
市
報
で
の

記
事
掲
載
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
折

り
込
み
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
適
時
、
適
切
に
情

報
の
発
信
に
努
め
て
い
く
。

名
所
・
旧
跡
等
の

修
復
・
保
存
を

　
観
光
客
が
名
所
・
旧
跡
を
巡

り
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
案
内

板
の
増
設
を
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
旧
跡
の
説
明
板
が
老
朽

化
し
て
お
り
、
何
が
書
い
て
あ

る
の
か
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
誘
客
す
る
た

め
、
目
を
引
く
も
の
と
な
る
よ

う
整
備
改
修
は
で
き
な
い
も
の

か
、
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
名
所
・
旧
跡
へ
の

誘
導
案
内
板
は
、
観
光
客
が
効

率
的
に
散
策
を
楽
し
め
る
と
と

も
に
、
回
遊
性
を
高
め
る
効
果

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
増
設
の
可

否
を
含
め
、
関
係
団
体
と
協
議

を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
老
朽
化
に
よ
り
文
字

が
識
別
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

説
明
板
は
順
次
更
新
し
て
い

く
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
す

る
た
め
説
明
板
や
誘
導
案
内
板

の
多
言
語
化
に
つ
い
て
も
進
め

て
い
く
。

館
や
事
業
所
で
の
出
張
窓
口
及

び
休
日
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
専
用
窓
口
の
開
設
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
年
１
月
か
ら
は
、
手
続
き

が
１
回
で
済
む
本
人
限
定
受
取

郵
便
を
導
入
す
る
な
ど
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
に
加
え
、
多
方
面
な
利
活
用

が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
関
係
部

署
間
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に

努
め
て
い
く
。

閉
庁
時
も「
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
」を

　
開
庁
時
間
内
で
婚
姻
届
を
提

出
し
た
際
、
記
念
写
真
を
撮
影

し
て
も
ら
え
る
が
、
時
間
外
で

も
撮
影
で
き
る
よ
う
に
パ
ネ
ル

等
を
準
備
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
現
在
、
記
念
写
真

の
ボ
ー
ド
は
、
職
員
提
案
に
よ

る
駒
や
か
カ
イ
ゼ
ン
運
動
の
中

か
ら
採
用
し
て
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

休
日
や
時
間
外
に
お
い
て

は
、
守
衛
室
で
警
備
員
が
受
け

付
け
て
い
る
。
そ
の
際
の
記
念

写
真
撮
影
は
、
人
的
対
応
や

フ
ォ
ト
ボ
ー
ド
の
設
置
場
所
な

ど
、
関
係
課
で
協
議
し
、
実
施

可
能
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

武た
け

田だ

正し
ょ
う

二じ

議
員

山や
ま

口ぐ
ち

桂け
い

子こ

議
員
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冬
期
間
の
市
民
生
活
を
守
る
た
め

安
定
し
た
除
排
雪
の
体
制
確
保
を

本
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
は

　
ま
れ
に
見
る
少
雪
に
よ
り
、

来
年
度
の
除
排
雪
体
制
を
確
保

で
き
な
く
な
る
と
い
う
事
態

は
、
何
と
し
て
も
避
け
た
い
。

ま
た
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
へ
の
対

策
も
急
務
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

も
本
市
は
、
除
排
雪
事
業
者
へ

支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
冬
期

間
の
市
道
の
適
正
な
維
持
管
理

と
、
安
全
安
心
な
市
民
生
活
を

守
る
た
め
に
も
、
さ
ら
に
き
め

細
か
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
方
針
を
伺
う
。

山
本
市
長　
道
路
除
排
雪
事
業

は
、
雪
国
の
道
路
交
通
を
確
保

し
、
経
済
活
動
や
市
民
生
活
の

た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
２
０
１
５
年

の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目

標
の
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
世

界
を
実
現
す
る
た
め
の
、
１７
の

ゴ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

地
球
社
会
全
体
が
協
力
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
が
網
羅
さ
れ

て
お
り
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。

　
政
府
で
も
、
地
方
創
生
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
重
要
性
を
強

く
意
識
し
て
い
る
。
本
市
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
、
こ
れ

か
ら
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
啓

蒙
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

本
市
で
は
、
除
排
雪
体
制
を
維

持
す
る
た
め
、
除
排
雪
事
業
者

の
初
期
費
用
の
負
担
軽
減
を
図

る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
年

度
の
よ
う
な
記
録
的
な
少
雪
を

受
け
、
国
や
県
で
は
支
援
内
容

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
調
査
研
究
を
行
い
な

が
ら
、
道
路
除
排
雪
の
安
定
し

た
体
制
確
保
を
図
る
。
ま
た
、

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
確
保
に
向

け
、
除
排
雪
事
業
者
の
意
見
を

伺
い
、
本
市
と
し
て
何
が
で
き

る
か
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

児
童
数
の
推
移
と

具
体
的
な
対
策

　
今
後
６
年
間
で
児
童
数
が
増

加
す
る
市
内
の
小
学
校
は
、
高

擶
小
学
校
た
だ
１
校
と
い
う
資

料
が
あ
る
。
他
は
、
減
少
傾
向

に
あ
る
。
急
激
に
児
童
数
が
増

加
す
る
高
擶
小
学
校
の
施
設
整

備
と
、
急
速
に
児
童
数
が
減
少

す
る
傾
向
に
あ
る
小
学
校
と
そ

の
地
域
に
、
積
極
的
な
手
立
て

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
児
童
数

増
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

大
内
教
育
次
長　
現
在
、
高
擶

小
学
校
に
は
１２
教
室
が
あ
る
。

来
年
度
は
図
工
室
と
図
工
準
備

室
を
２
つ
の
普
通
教
室
に
改
修

し
て
１４
に
増
や
す
。
今
後
不
足

す
る
場
合
は
、
再
度
改
修
し
て

教
室
を
増
や
し
て
い
く
。

相
澤
教
育
長　
児
童
数
の
増
加

を
約
束
で
き
る
施
策
は
な
い

が
、
質
の
高
い
教
育
、
保
護
者

が
安
心
し
て
子
ど
も
を
通
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
教
育
、
学
力

と
人
間
力
を
つ
け
る
教
育
を
全

身
全
霊
で
推
進
す
る
。

え
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
人

口
減
少
や
地
域
経
済
の
縮
小
と

い
っ
た
地
方
が
直
面
す
る
課
題

に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
地

方
創
生
と
親
和
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、
国
の
第
２
期
総
合
戦
略

に
お
い
て
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
実
現
な
ど
の
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
施
策
横
断
的

な
目
標
と
し
て
掲
げ
、
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
る
１７
の

ゴ
ー
ル
は
、
本
来
自
治
体
が
取

り
組
む
べ
き
目
標
と
相
通
じ
る

も
の
が
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
自

治
体
を
運
営
す
る
た
め
の
基
本

的
な
理
念
で
あ
る
と
理
解
し
て

い
る
。
本
市
で
は
各
分
野
に
お

い
て
関
係
性
の
強
弱
は
あ
る
も

の
の
、
１７
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
従
来
か
ら
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
着
実
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
今
後
は
国
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
第
２
期
総
合
戦
略
の

策
定
過
程
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
位
置
付
け
を
含
め
、
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
で
持

続
可
能
な
市
政
運
営
を
行
う
こ

と
は
、
最
も
重
要
な
基
本
的
な

事
項
で
あ
る
。
今
後
と
も
堅
持

し
て
い
く
。

遠
藤
総
務
部
長　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

啓
蒙
活
動
は
必
要
に
応
じ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。
サ
イ
ン
の
提

示
等
ど
の
よ
う
な
も
の
が
で
き

る
か
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

鈴す
ず

木き

照し
ょ
う

一い
ち

議
員

佐さ

藤と
う

孝こ
う

一い
ち

議
員
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事
前
約
束
の
な
い
業
者
の
訪
問
や

訪
問
時
間
を
規
制
で
き
な
い
の
か

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
整
備
と

安
全
対
策
を

　
事
前
の
約
束
を
取
ら
ず
に
訪

問
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
訪
問
員
に
よ

る
迷
惑
行
為
や
、
夜
８
時
過
ぎ

の
全
く
知
ら
な
い
人
の
突
然
の

訪
問
は
、
女
性
の
一
人
暮
ら

し
、
母
子
家
庭
や
高
齢
者
世
帯

に
と
っ
て
は
、
非
常
に
恐
怖
を

感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
天
童
市

を
よ
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
そ
し

て
防
犯
の
た
め
、
事
前
の
約
束

を
取
ら
な
い
訪
問
及
び
夜
８
時

過
ぎ
の
訪
問
を
規
制
す
る
等
の

安
全
策
を
講
じ
る
考
え
は
。

山
本
市
長　
特
定
商
取
引
法
で

は
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な

仕
方
で
勧
誘
や
売
買
契
約
等
を

行
う
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
国
は
未
就
学
児
の
交
通
事
故

防
止
対
策
と
し
て
、
保
育
所
な

ど
の
施
設
周
辺
で
運
転
手
に
注

意
喚
起
す
る
「
キ
ッ
ズ
ゾ
ー

ン
」
の
整
備
、
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
隊
「
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
」

の
配
置
を
促
し
て
い
る
が
、
本

市
の
考
え
を
伺
う
。

山
本
市
長　
市
内
の
保
育
所
等

は
幹
線
道
路
を
避
け
、
道
路
幅

員
が
狭
い
住
宅
地
に
あ
る
場
合

が
多
く
、
歩
行
者
と
車
両
の
接

触
が
危
惧
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
。
今
後
は
、
道
路
管

理
者
及
び
警
察
等
と
協
議
し
、

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
を
含

め
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

桃
園
健
康
福
祉
部
長　
キ
ッ
ズ

具
体
的
に
は
正
当
な
理
由
が
な

く
不
適
当
な
時
間
帯
の
勧
誘
、

長
時
間
に
渡
る
勧
誘
、
執
拗
な

勧
誘
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
業
務
は
特
定
商
取
引
法

の
適
用
除
外
で
あ
る
。
時
間
の

制
限
に
つ
い
て
は
生
活
習
慣
の

多
様
化
に
よ
り
訪
問
等
に
不
適

当
な
時
間
帯
が
個
人
に
よ
り
異

な
る
こ
と
や
、
事
業
所
の
営
業

活
動
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
市
が

特
定
の
時
間
を
定
め
規
制
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除
申

請
書
は
書
式
変
更
を

　
生
活
保
護
世
帯
を
対
象
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全
額

免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
、
そ

の
申
請
を
す
る
放
送
受
信
料
免

除
申
請
書
が
放
送
受
信
契
約
書

を
兼
ね
て
い
る
。
放
送
受
信
契

約
書
と
し
て
使
用
し
た
場
合
は

法
に
触
れ
る
可
能
性
も
あ
る
た

め
、
契
約
に
係
る
部
分
を
削
除

し
、
放
送
受
信
料
免
除
申
請
書

と
し
て
の
み
使
用
す
る
よ
う
に

変
更
で
き
な
い
か
。

山
本
市
長　
放
送
受
信
料
免
除

申
請
書
は
、
生
活
保
護
実
施
要

領
に
基
づ
き
、
希
望
者
に
対
し

交
付
し
て
い
る
。
申
請
書
の
違

法
性
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
市
と

し
て
回
答
す
る
立
場
に
な
い
。

本
市
と
し
て
は
免
除
申
請
に
関

す
る
証
明
事
務
の
み
を
行
っ
て

お
り
、
契
約
に
関
す
る
業
務
は

行
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
行
っ
て

い
る
事
務
手
続
き
の
変
更
は
考

え
て
い
な
い
。

ゾ
ー
ン
設
置
は
、
交
通
安
全
対

策
の
一
つ
と
し
て
有
効
な
制
度

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
路
面
標
示
や
標
識
看
板
な

ど
の
設
置
も
有
効
で
あ
る
。
近

隣
住
民
の
意
向
も
踏
ま
え
、
具

体
的
な
方
法
を
見
極
め
た
い
。

キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
の
配
置
は
、
人

員
確
保
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

園
外
活
動
の
安
全
対
策
は

　
保
育
所
等
の
散
歩
コ
ー
ス
内

の
交
差
点
で
の
車
の
侵
入
防
止

策
や
公
園
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

伊
藤
建
設
部
長　
パ
ト
ロ
ー
ル

で
の
安
全
点
検
や
、
地
域
の
皆

様
や
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
て
実
施
す
る
安
全
点
検
の
結

果
に
基
づ
き
、
各
小
学
校
の
通

学
路
に
ボ
ラ
ー
ド
（
車
止
め
）

の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
交
通
量
が
多
く
、
幼
児
の
利

用
や
通
学
路
な
ど
で
歩
行
者
が

多
い
箇
所
に
優
先
的
に
ボ
ラ
ー

ド
の
設
置
を
進
め
、
歩
行
者
の

安
全
性
を
高
め
た
い
。
公
園
の

安
全
対
策
と
し
て
は
、
警
察
署

と
協
議
し
、
ト
イ
レ
な
ど
目
の

届
き
に
く
い
場
所
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
犯
罪
の
抑
止
に

努
め
て
い
る
。
園
内
の
ト
イ
レ

は
、
園
外
か
ら
見
え
や
す
く
、

利
用
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

場
所
を
選
定
し
て
い
る
。
今
後

は
、
園
内
の
樹
木
の
適
切
な
維

持
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
見
通

し
の
良
い
公
園
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

五い
が
ら
し

十
嵐　
浩ひ

ろ　
之ゆ

き

議
員

野の　
口ぐ

ち　
さ
つ
き
議
員
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一 般 質 問

健
康
格
差
を
な
く
し
た
長
寿

社
会
の
取
り
組
み
は

　
健
康
格
差
の
縮
小
を
目
指
し

た
、
長
寿
社
会
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
本
市
の
現
状
は
。
高
齢

者
の
健
康
診
断
受
診
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、「
ゼ

ロ
次
予
防
」
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
本
市
の
考
え
は
。

山
本
市
長　
経
済
格
差
等
に
よ

ら
ず
、
一
人
一
人
が
自
分
ら
し

く
生
活
で
き
る
よ
う
に
社
会
参

加
に
よ
る
取
り
組
み
な
ど
を
実

施
し
て
き
た
。
ま
た
、
高
齢
者

の
健
康
診
断
は
、
平
成
３０
年
度

対
象
者
１
万
５
５
０
２
人
の
う

ち
３７
・
１
㌫
に
当
た
る
５
７
５

８
人
が
受
診
し
て
い
る
。
ゼ
ロ

次
予
防
に
つ
い
て
は
、
本
人
が

強
く
意
識
し
な
く
て
も
健
康
維

持
、
増
進
に
つ
な
が
る
環
境
を

作
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
児
童
虐
待
の

現
状
と
防
止
施
策
は

　
昨
年
全
国
の
警
察
が
摘
発
し

た
児
童
虐
待
事
件
は
、
過
去
最

多
と
な
っ
て
い
る
。
児
童
虐
待

は
問
題
が
潜
在
化
し
や
す
い
。

関
係
機
関
と
の
具
体
的
な
連
携

体
制
は
。
ま
た
、「
児
童
虐
待

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成

や
、
広
く
市
民
に
児
童
虐
待
防

止
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る

周
知
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

山
本
市
長　
令
和
元
年
度
の
１

月
末
に
お
け
る
本
市
の
児
童
虐

待
に
関
す
る
相
談
件
数
は
５１

件
、
虐
待
の
認
定
は
３３
件
と

な
っ
て
い
る
。
児
童
虐
待
対
応

は
、
発
生
予
防
、
早
期
発
見
及

び
迅
速
・
的
確
な
対
応
が
重
要

で
あ
る
。
本
市
で
は
、
天
童
市

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

を
設
置
し
、
児
童
相
談
所
、
天

童
警
察
署
、
村
山
保
健
所
、
教

育
委
員
会
な
ど
が
、
情
報
共
有

や
役
割
分
担
、
支
援
方
法
の
検

討
を
定
期
的
に
行
っ
て
お
り
、

急
を
要
す
る
場
合
は
、
個
別

ケ
ー
ス
検
討
会
議
を
随
時
開
催

し
て
い
る
。
児
童
虐
待
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
県
が

作
成
し
た
も
の
に
基
づ
き
対
応

を
し
て
い
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
利
用
し
て
、
啓
発

に
努
め
て
い
く
。

松ま
つ

田だ

光み
つ

也や

議
員

議 会 の う ご き議 会 の う ご き
（１月２０日～３月３１日）

■1月
　２１日～�２７日　姉妹都市ニュージーランドマールボロウ

市民訪問団（議長）
　２２日　長井市議会視察来童
　２８日　�市長要請環境福祉常任委員会（高齢者健康福祉

施設「天童温泉はな駒荘」の開業について）
　　　　�東根市議会との議員懇談会（議長、副議長、議

会運営委員長外）
　２９日　河北町議会視察来童
■２月
　６日　�市長要請環境福祉常任委員会（第二期天童市子

ども・子育て支援事業計画の策定について）
　　　　市長要請全員協議会
　　　　�河北町議会との議員懇談会（議長、副議長、議

会運営委員長外）
　７日～�９日　あばしりオホーツク流氷まつり（議長、

局長補佐／北海道網走市）
　１０日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会議会運

営委員会
　１０日～１１日　松田議員研修会参加（東京都）
　１２日　総務教育常任委員会協議会
　　　　�市長要請総務教育常任委員会（天童市の教育等

の振興に関する大綱（案）について）
　　　　�全国高速自動車道市議会協議会定期総会（議長、

局長／東京都）
　１３日　環境福祉常任委員会協議会
　１４日　経済建設常任委員会協議会
　　　　市長要請各派代表者会
　１６日　関東天童会総会（議長、局長／東京都）
　１７日　市長要請全員協議会
　１８日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会全員協

議会・定例会
　１９日　議会運営委員会
　２０日　タブレット操作研修会
　２７日～３月１８日　第６回市議会定例会
　２７日　�市長要請総務教育常任委員会（第２次天童市教

育振興基本計画・子どもの読書活動の推進に関
する基本的な計画について）

　　　　広報委員会
■３月
　５日　議会運営委員会
　６日　�市長要請経済建設常任委員会（担い手確保・経

営強化支援事業について）
　　　　�災害時における災害応急対策の協力に関する協

定締結式（議長、副議長、各常任委員長）
　１３日　市長要請各派代表者会
　　　　�市長要請環境福祉常任委員会（天童市災害廃棄

物処理計画の策定について）
　　　　�市長要請総務教育常任委員会（連携中枢都市圏

ビジョンについて）
　１６日　�市長要請環境福祉常任委員会（新型コロナウイ

ルス感染症に関する緊急対応策（第２弾）につい
て）

　１７日　議会運営委員会
　１８日　広報委員会
　２４日　市長要請全員協議会
　　　　�市長要請経済建設常任委員会（（仮称）天童南ス

マートＩＣ事業の進捗状況について）
　２６日　広報委員会
　２７日　議会運営委員会
　　　　第７回市議会臨時会

てんどう市議会だより №168てんどう市議会だより №1689



ICT（タブレット）を活用した授業

非
核
平
和
都
市
推
進
事
業

委
員　
毎
年
、
非
核
平
和
都
市

推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
新
年
度
の
計
画
は
。

総
務
課
長　
平
成
１２
年
に
非
核

平
和
都
市
宣
言
を
し
て
か
ら
２０

年
を
迎
え
る
。
中
学
生
を
対
象

に
非
核
平
和
の
願
い
を
込
め
た

標
語
を
募
集
す
る
。
選
ば
れ
た

優
秀
作
品
は
、
市
庁
舎
北
西
に

あ
る
既
設
の
広
告
塔
を
活
用
し

掲
示
す
る
。
市
民
団
体
の
「
天

童
平
和
を
つ
た
え
る
会
」
と
共

催
で
行
う
。

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

を
更
新

委
員　
天
童
市
民
病
院
の
器
械

備
品
購
入
費
１
億
８
９
８
５
万

５
０
０
０
円
の
内
容
は
。

市
民
病
院
事
務
局
次
長　
現
在

の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
県

内
で
一
番
古
い
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
来
年
度
の
診

療
報
酬
改
定
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
最
新
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
た
め
の
費
用
で
あ
る
。

消
防
署
で
三
者
間
通
話

を
業
務
委
託

委
員　
６４
万
５
０
０
０
円
で
三

者
間
通
話
の
業
務
を
委
託
す
る

が
そ
の
内
容
は
。

消
防
課
長　
現
在
、
高
機
能
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本

語
を
話
せ
な
い
外
国
人
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
や
救
急
現
場
で

の
対
応
が
困
難
で
あ
る
。
三
者

間
通
話
業
務
委
託
後
は
電
話
通

訳
セ
ン
タ
ー
を
介
し
、
同
時
通

訳
が
可
能
と
な
る
。
２４
時
間
、

３
６
５
日
、
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
を
想
定
し
て
い
る
。

　
機
器
の
改
修
に
２４
万
９
０
０

０
円
、
通
話
業
務
委
託
料
が
３９

万
６
０
０
０
円
で
あ
る
。

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
導
入

委
員　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入

事
業
費
２
８
２
万
５
０
０
０
円

の
内
訳
は
。

学
校
教
育
課
長　
市
内
全
小
学

校
に
１
～
６
年
生
の
算
数
科
、

３
～
６
年
生
の
理
科
の
指
導
者

用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
す

る
。
大
型
テ
レ
ビ
と
パ
ソ
コ
ン

を
接
続
す
る
こ
と
で
、
ど
の
教

室
で
も
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
使

え
る
よ
う
に
な
る
。

ふ
る
さ
と
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
副
読
本

委
員　

副
読
本
作
成
事
業
費

１
１
３
万
３
０
０
０
円
の
内
容

は
。

教
育
次
長　
中
学
生
を
対
象
と

し
、
ふ
る
さ
と
の
理
解
を
深
め

「
天
童
市
」
に
誇
り
が
持
て
る

子
ど
も
を
育
て
る
た
め
副
読
本

を
作
成
す
る
。
東
北
芸
術
工
科

大
学
の
協
力
を
得
て
、
教
職

員
、
教
育
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

で
令
和
２
年
度
に
編
集
す
る
。

令
和
３
年
度
の
中
学
１
年
生
か

ら
配
布
し
活
用
す
る
。

天
童
ラ
・
フ
ラ
ン
ス

マ
ラ
ソ
ン
の
概
要

委
員　
今
年
の
天
童
ラ
・
フ
ラ

ン
ス
マ
ラ
ソ
ン
の
変
更
点
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　
令
和
２

年
度
は
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア

ム
山
形
の
ト
ラ
ッ
ク
改
修
工
事

が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
使
用

で
き
な
い
。
安
全
に
走
れ
る
よ

う
コ
ー
ス
や
定
員
な
ど
を
見
直

す
。
昨
年
度
は
１０
㎞
を
含
む
４

部
門
で
開
催
し
た
が
、
２
０
２

０
大
会
は
、
３
㎞
、
５
㎞
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
３
部
門
、

定
員
６
５
０
０
人
規
模
で
開
催

す
る
。

予算特別委員会 令和２年度当初予算

262億8000万円を可決
放課後児童クラブ施設整備など

　
令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
・
審
査
後
、
本
会
議
に
お
い

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

令和2年５月１日発行令和2年５月１日発行 10



議員ほか、全ての出席者がマスク着用で行われた予算特別委員会

令和2年度予算のあらまし（主な事業）
会計区分 今年度当初

予算（万円）
前年度当初
予算（万円）

伸び率
（％）

一 般 会 計 ２６２億８０００ ２６０億５０００ ０．９
特 別 会 計 １３５億 ９５７ １３２億７０７０ １．８
国 民 健 康 保 険 ６１億６８５０ ６２億５２０７ △１．３
用 地 買 収 ２８０ ２２８ ２3．1
財 産 区 １５０ １０３ 45．8
介 護 保 険 ５９億７２９２ ５８億９５５4 １．３
市 民 墓 地 ３８９ ３０１ ２９．4
後期高齢者医療 ７億４９１２ ６億９２６５ ８．２
工業団地整備事業 ６億１０８４ ４億２４１３ ４４．０
企 業 会 計 ７４億 ６４４ ７２億２４７３ ２．５
水 道 事 業 ２１億８９０４ ２２億８６６１ △４．３
天童市民病院事業 ２０億４８２２ １９億４２４０ ５．４
公共下水道事業 ３１億６９１８ ２９億９５７１ ５．８
合 計 ４７１億９６０１ ４６５億４５４２ １．４

新規 放課後児童クラブ施設整備事業� １億７７０６万円

継続 保育所等整備事業�
　　 認定こども園整備事業
　　 認定こども園病児・病後児保育施設整備事業� ２億９５０４万円

新規 食の天童フェア事業� １６１万円

新規 森林情報館活性化事業� ４３９２万円

新規 海外プロモーション事業� １０２１万円

新規 介護職員宿舎借り上げ支援事業� ３２４万円

継続 ロタウイルスワクチン定期接種事業� ７９９万円

継続 天童公園もみじ園整備事業� １億４８４５万円

継続 市立公民館改築事業� ３億９４５８万円

継続 英語4技能検定実施事業�22 １万円

介
護
職
員
が
働
き
や
す

い
環
境
に

委
員　
介
護
職
員
宿
舎
借
り
上

げ
支
援
事
業
３
２
４
万
円
の
内

容
は
。

保
険
給
付
課
長　
介
護
職
員
の

人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る

た
め
、
住
環
境
を
整
備
し
離
職

防
止
と
就
業
継
続
を
図
る
も

の
。
介
護
事
業
者
が
新
規
採
用

者
の
た
め
に
ア
パ
ー
ト
等
を
借

り
上
げ
て
居
住
さ
せ
た
場
合
、

２
万
７
０
０
０
円
を
上
限
に
助

成
す
る
。

　
市
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
介

護
職
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
の
映
画
上
映
会

や
講
演
会
、
介
護
職
員
就
職
面

談
会
な
ど
を
実
施
し
、
介
護
事

業
所
の
職
場
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

病
児
・
病
後
児
保
育
を

充
実

委
員　
認
定
こ
ど
も
園
病
児
・

病
後
児
保
育
施
設
整
備
事
業
１

４
８
５
万
円
の
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
子
ど
も
が

病
気
に
な
っ
た
際
に
仕
事
の
都

合
等
に
よ
り
自
宅
で
看
病
で
き

な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
う
し
た

時
に
一
時
的
に
保
育
で
き
る
施

設
を
整
備
す
る
民
間
事
業
者
を

支
援
す
る
も
の
。
こ
れ
と
は
別

に
事
業
費
の
補
助
金
と
し
て
６

４
５
万
６
０
０
０
円
を
計
上
し

て
い
る
。

　
定
員
は
病
児
３
人
、
病
後
児

３
人
。
今
後
、
市
内
の
保
育
園

等
を
通
し
て
利
用
方
法
を
周
知

し
て
い
く
。

　

今
回
整
備
す
る
施
設
の
ほ
か

に
も
、市
内
に
は
病
児
９
人
、
病

後
児
１５
人
の
保
育
施
設
が
あ
る
。

海
外
で
の
農
作
物
拡
販
へ

委
員　
特
産
果
実
海
外
需
要
促

進
事
業
費
３３
万
６
０
０
０
円
、

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
１

０
２
０
万
５
０
０
０
円
の
内
容
は
。

農
林
課
長　
台
湾
へ
８
年
、
香

港
へ
３
年
、
海
外
拡
販
に
向
け

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け
て

き
た
。
今
年
度
の
香
港
は
、
デ

モ
の
影
響
も
あ
り
、
現
地
販
売

員
に
委
託
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
。
来

年
度
は
台
湾
、
香
港
と
も
現
地

販
売
員
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

商
工
観
光
課
長　
仙
台
ー
タ
イ

の
定
期
便
が
就
航
し
て
、
本
市

へ
の
誘
客
チ
ャ
ン
ス
、
果
物
の

拡
販
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
現
地

で
の
試
食
会
や
現
地
著
名
人
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
を
し
て
も
ら
う
も
の

で
あ
る
。

てんどう市議会だより №168てんどう市議会だより №16811



▼‌�

議
第
１
０
４
号

　
天
童
市
長
及
び
副
市
長
の
給
料

　
の
減
額
に
関
す
る
条
例
の
設
定

　
に
つ
い
て

〈
反
対
〉狩
野
　
佳
和
議
員

　

第
一
に
提
案
理
由
が
不
明

確
。
桝
賀
公
園
の
貯
水
槽
工
事

の
中
止
の
引
責
減
額
な
ら
ば
、

提
案
理
由
に
明
記
す
べ
き
で
あ

る
。

　

第
二
に
重
大
性
の
認
識
不

足
。
約
２
億
１
０
０
０
万
円
の

工
事
で
設
計
料
は
約
２
５
０
０

万
円
。
中
止
に
伴
う
落
札
業
者

と
の
和
解
金
約
２
０
０
万
円
と

設
計
料
で
約
２
７
０
０
万
円
の

損
害
。
市
長
が
給
料
の
１
割
を

３
カ
月
分
で
２８
万
２
０
０
０

円
、
副
市
長
が
給
料
の
１
割
を

１
カ
月
分
で
７
万
５
０
０
円
、

合
計
で
３５
万
２
５
０
０
円
の
減

額
で
は
不
均
衡
で
あ
る
。

　
第
三
に
再
発
防
止
策
が
不
明

確
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成

す
る
だ
け
で
は
不
十
分
。
事
案

発
生
後
、
担
当
部
課
と
管
理
者

で
再
発
防
止
策
を
協
議
し
直
ぐ

に
公
表
す
べ
き
で
、
同
時
に
担

当
部
課
職
員
の
処
遇
、
管
理
者

の
責
任
を
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

　

予
算
可
決
は
１８
年
３
月
２３

日
、
入
札
は
同
年
９
月
１３
日
、

契
約
は
９
月
２５
日
、
住
民
説
明

会
は
９
月
３０
日
と
１０
月
１１
日
で

後
半
の
説
明
会
は
中
止
。
工
事

の
中
止
決
定
は
１０
月
１２
日
、
そ

の
後
１８
日
に
契
約
を
解
除
し

た
。
そ
も
そ
も
住
民
説
明
会
の

時
期
が
遅
す
ぎ
る
。

　
議
会
初
日
２
月
２７
日
、
契
約

解
除
の
和
解
の
議
案
、
補
正
予

算
等
が
可
決
し
た
が
、
再
発
防

止
策
、
担
当
職
員
の
処
遇
、
管

理
者
の
責
任
の
説
明
は
一
切
な

し
。
最
終
日
に
、
職
員
の
処
分

を
し
、
管
理
者
の
減
額
を
本
会

議
場
で
一
発
審
議
は
議
会
軽
視

そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
３
月
１８
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
次
の
一
般
議
案
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

討
　
論

　現固定資産評価審査委員会委員の滝口
順一氏（泉町）が、令和2年3月13日を
もって任期満了になることに伴い、再び
同氏を選任することに同意しました。

固定資産評価審査委員会
委員の選任に同意

　現人権擁護委員の奥山泰子氏（干布）
が、令和2年6月30日をもって任期満了
になることに伴い、再び同氏を推薦する
ことに同意しました。

人権擁護委員の
推薦に同意

東
根
市
外
二
市
一
町

　
　
　
　
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

　
令
和
２
年
度
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
会

計
予
算
は
、
施
設
整
備
総
合
計
画
に
よ
る
、
ご
み
焼
却
処
理

施
設
延
命
化
事
業
第
３
期
工
事
費
や
、
令
和
２
年
度
か
ら
始

ま
る
粗
大
ご
み
処
理
施
設
延
命
化
事
業
の
第
１
期
工
事
費
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
構
成
市
町
ご
と
の
負
担
金
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　
２
月
18
日
、
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議

会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
２
年
度
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ

れ
、
採
決
の
結
果
、
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

（単位：千円）令和２年度各市町負担金　概算額

令和2年度 組合予算
23億7086万5000円

市町名
項　目 比　較

Ｒ２年度
（概算）

Ｒ元年度
（概算） 差額 増減率

天 童 市 ３６４，８７３ ３４２，４６９ ２２，４０４ ６．５４％

東 根 市 ３０４，８３２ ２８６，６９８ １８，１３４ ６．３３％

村 山 市 １４９，４８４ １４４，４６１ ５，０２３ ３．４８％

河 北 町 １２８，５０３ １２３，０６４ ５，４３９ ４．４２％

合　計 ９４７，６９２ ８９６，６９２ ５１，０００ ５．６９％

令和2年５月１日発行令和2年５月１日発行 12



提出された議案とその結果
令和元年度第６回市議会定例会に提出された議案とその結果は次のとおりです。
また、令和元年度第７回臨時会が開催され、原案のとおり可決されました。

議案等に対する議員の賛否一覧表 （賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
佐
藤　
孝
一

五
十
嵐
浩
之

野
口
さ
つ
き

古
澤　
義
弘

熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

村
山　
俊
雄

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

石
垣　
昭
一

鈴
木　
照
一

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

山
崎　
　
諭

清 無 無 清 て て て て 清 て 清 清 清 清 無 無 清 共 清 清 共 無

議第１０４号 天童市長及び副市長の給料の減
額に関する条例の設定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × 議

※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、て＝てんどう創生の会、共＝日本共産党天童市議団、無＝無会派

第６回定例会（２月２７日～３月１８日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１２号
天童市高齢者健康福祉施設建築主体その
他工事請負契約の一部変更の専決処分の
承認を求めることについて

承　　認
（全会一致）

議第６６号 令和元年度天童市一般会計補正予算（第
９号）

原案可決
（全会一致）

議第６７号 令和元年度天童市国民健康保険特別会計
補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第６８号 令和元年度天童市介護保険特別会計補正
予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第６９号 令和元年度天童市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第７０号 令和元年度天童市工業団地整備事業特別
会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第７１号 令和元年度天童市天童市民病院事業会計
補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第７２号 令和元年度天童市公共下水道事業会計補
正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第７３号 令和２年度天童市一般会計予算 原案可決
（全会一致）

議第７４号 令和２年度天童市国民健康保険特別会計
予算

原案可決
（全会一致）

議第７５号 令和２年度天童市用地買収特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第７６号 令和２年度天童市財産区特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第７７号 令和２年度天童市介護保険特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第７８号 令和２年度天童市市民墓地特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第７９号 令和２年度天童市後期高齢者医療特別会
計予算

原案可決
（全会一致）

議第８０号 令和２年度天童市工業団地整備事業特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第８１号 令和２年度天童市水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議第８２号 令和２年度天童市民病院事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議第８３号 令和２年度天童市公共下水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議第８４号
地方自治法第９６条第２項の規定に基づき
議会の議決すべき事件を定める条例の一
部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８５号 地方自治法の一部改正に伴う関係条例の
整理に関する条例の設定について

原案可決
（全会一致）

第７回臨時会（３月２７日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

議第１０５号 令和元年度天童市一般会計補正予算（第
１２号）

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第８６号 天童市印鑑の登録及び証明に関する条例
の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８７号 天童市職員の育児休業等に関する条例の
一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８８号
天童市特別職に属する者の給与に関する
条例及び天童市民病院事業管理者の給与
等に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８９号 天童市市税条例等の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第９０号 天童市固定資産評価審査委員会条例の一
部改正について

原案可決
（全会一致）

議第９１号
天童市山本福祉ボランティア活動基金の
設置、管理及び処分に関する条例の廃止
について

原案可決
（全会一致）

議第９２号 天童市立保育園設置条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第９３号 天童市児童館設置条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第９４号 天童市交通指導員設置条例の廃止について 原案可決
（全会一致）

議第９５号 天童市市営住宅条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第９６号 天童市立公民館の設置及び管理に関する
条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第９７号 山形市との間において締結した定住自立
圏形成協定を廃止することについて

原案可決
（全会一致）

議第９８号 天童市固定資産評価審査委員会委員の選
任について

原案可決
（全会一致）

議第９９号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて

原案可決
（全会一致）

議第１００号 令和元年度天童市一般会計補正予算（第
１０号）

原案可決
（全会一致）

議第１０１号 令和元年度天童市公共下水道事業会計補
正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第１０２号 建設工事請負契約解除に伴う仲裁手続に
係る和解について

原案可決
（全会一致）

議第１０３号 令和元年度天童市一般会計補正予算（第
１１号）

原案可決
（全会一致）

議第１０４号 天童市長及び副市長の給料の減額に関す
る条例の設定について

原案可決
（賛成多数）
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◆令和元年度政務活動費（９月に市議会議員選挙があったため、選挙前を上半期、選挙後を下半期に分けて支給）

会派（議員）名 人数
（人）

交付額
（円）

項　　　目　（円） 返還額
（円）調査研究費 研修費 資料作成費 資料購入費 合　計

清 　 新 　 会
9（上）

１，４８２，０００ １，２７９，９２０ 0 １３,１１６ 0 １，２９３，０３６ １８８，９６４
１０（下）

てんどう創生の会 ５ ７８０，０００ ０ ４９０，５１８ ２８，０４０ １２９，０８８ ６４７，６４６ １３２，３５４

政 和 会
（上半期のみ） ４ ３１２，０００ １２７，６８０　 ０ ７１９ ０ １２８，３９９ １８３，６０１

日本共産党天童市議団 ２ ３１２，０００ 0 0 0 0 0 ３１２，０００

〜以下 無会派〜

狩 野 佳 和 １ １５６，０００ 　　０ 　　５３，３３０ 　　８００ 　０　 ５４，１３０　 １０１，８7０

赤 塚 幸 一 郎
（上半期のみ） １ ７８，０００ ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ７８，０００　

山 崎 　 　 諭
（下半期のみ） １ ７８，０００ ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ７８，０００　

松 田 光 也
（下半期のみ） １ ７８，０００ 　　０ ５７，９００　 　０　 ９００　 ５８，８００　 １９，２００

五 十 嵐 浩 之
（下半期のみ） １ ７８，０００ ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ７８，０００　

野 口 さ つ き
（下半期のみ） １ ７８，０００ ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ７８，０００　

合　計 ３，４３２，０００ １，４０７，６００ ６０１，７４８ ４２，６７５ １２９，９８８ ２，１８２，０１１ １,２４９，９８9
※�会派人数は、令和2年3月31日現在の人数です。清新会のみ、上半期は令和元年9月30日、下半期は令和2年3月31日現在の人数です。
※政和会は、上半期で解散したため、令和元年9月30日までの交付状況です。
※赤塚幸一郎議員は、令和元年9月30日で任期満了のため、上半期のみの交付状況です。
※�山崎諭議員、松田光也議員、五十嵐浩之議員、野口さつき議員は、選挙後に無会派となったため、下半期のみの交付状況です。

　
政
務
活
動
費
と
は
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査
研

究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
に

必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
議
員

に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
会
派

（
無
会
派
を
含
む
。）
に
対
し
、
所
属

議
員
１
人
当
た
り
月
１
万
３
０
０
０

円
（
年
額
１５
万
６
０
０
０
円
）
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
政
務
活
動
費
は
、

条
例
の
ほ
か
規
則
等
に
基
づ
い
て
、

調
査
研
究
費
、
研
修
費
、
資
料
作
成

費
や
資
料
購
入
費
な
ど
に
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
交
付
を
受
け
た
会
派
は
、
年
度
終

了
後
速
や
か
に
報
告
書
を
提
出
し
、

不
用
額
に
つ
い
て
は
返
還
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
方
自
治
法
で
、
議
長
は

政
務
活
動
費
の
使
途
の
透
明
性
の
確

保
に
努
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市

議
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り
等
で
収
支

報
告
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

領
収
書
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
収
支
報
告
の
内
容

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

政
務
活
動
費
の
報
告

特集

平成３１・令和元年度　本会議傍聴者数（地区別・年齢別）延人数
１　地区別

２　年齢別

天童
南部

天童
中部

天童
北部 成生 蔵増 寺津 津山 田麦野 山口 高擶 長岡 干布 荒谷 その他 合計

男 8 22 30 16 5 16 6 0 1 8 3 9 0 33 157
女 0 10 3 3 7 1 2 0 1 1 2 1 2 25 58
計 8 32 33 19 12 17 8 0 2 9 5 10 2 58 215

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 不明 計
人数 ３０ １４ １ ７ １４ ３７ ８２ ８ ２２ ２１５

令和2年５月１日発行令和2年５月１日発行 14



感染拡大防止に向け、力を合わせる

◆調査研究費、研修費の内容（先進地視察、研修会参加など）

（●：調査研究費、■：研修費）

会派 月　日 参加人数 目　的　地 内　　　　容

清新会

７月１７日～１９日 ８

大阪府豊中市

大阪府堺市

兵庫県明石市

●若者支援の取り組み
●ダブルケア相談窓口
●こども食堂
●「一般財団法人あかしこども財団」

１月８日～１０日 ８
総務省（東京都）
京都府亀岡市
兵庫県宝塚市

■マイナンバーカードによる自治体ポイントの活用
●セーフコミュニティ推進事業の取り組み
●性的マイノリティに寄り添うまちづくり

てんどう
創生の会

５月９日～１０日 １ 明治大学アカデミー
コモン（東京都）

■２０１９年度日本自治創造学会
　「新時代到来～地方はどう生きるか～」

７月２４日～２５日 ２ 全国市町村国際文
化研修所（滋賀県）

■市町村議会議員研修「自治体の決算の基本と実践～行政評価を
　活用した決算審査〜」

８月１日～２日 ２ 全国市町村国際文
化研修所（滋賀県）■令和元年度第１回市町村議員特別セミナー

１１月１日 ４ 都市センターホテ
ル（東京都） ■全国自治体病院経営都市議会協議会　地域医療政策セミナー

１１月１９日 １ メルパルク京都
（京都府）

■地方議会総合研修所「知らなきゃ損する議会制度～議員報酬・
　定数・質問～」

１１月２１日～２２日 １ 全国市町村国際文
化研修所（滋賀県）

■令和元年度「子供都市・農山漁村交流体験活動」による地域づ
　くり

政和会 ６月２４日～２５日 ４
埼玉県吉川市
千葉県我孫子市

●公共施設の複合化
●自治体活動の活性化

狩野佳和 １１月１日 １ 都市センターホテ
ル（東京都） ■全国自治体病院経営都市議会協議会　地域医療政策セミナー

松田光也 ２月１０日～１１日 １ KFCホール２nd
（東京都）

■第２２期自治政策講座「２０２０年度の予算審議～まちづくりと自治
　体議会～」

　
天
童
市
議
会
で
は
、
令
和
２
年
４
月
２０
日
、

議
長
を
支
援
本
部
長
、
全
議
員
を
構
成
員
と
す

る
支
援
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
天
童
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
と
連
携
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
と
早
期
の
終
息
に
向
け
、

各
地
域
で
の
情
報
収
集
や
感
染
拡
大
防
止
へ
の

協
力
な
ど
、
議
員
の
総
力
を
結
集
し
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
５
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
議
会
報
告
・
意
見
交

換
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
状

況
を
見
な
が
ら
、
再
度
日
程
等
の
調
整
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症
　　　　対策支援本部を立ち上げ

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
中
止
の
お
知
ら
せ

てんどう市議会だより №168てんどう市議会だより №16815



  傍聴で知る、
故郷の問題
仲野恭一（北目）

日 月 火 水 木 金 土
5/31 6/１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １2 １3

１4 １5 16 17 18 19 20

21 22 23 24 ２5 26 27

　新型コロナウイルス感染予防の観点か
ら、当面の間、本会議・委員会の傍聴はお
控えくださいますようお願いいたします。

　本会議は、インターネットでライブ配信
しております。パソコンだけでなく、ス
マートフォンやタブレットでもご覧いただ
けます。下記の天童市公式ホームページか
らご覧いただけますので、ぜひご利用くだ
さい。

https://www.city.tendo.yamagata.jp/
congress/chuukei/chuukei.html

議会傍聴自粛のお願い
～新型コロナウイルス感染症対策～

　
令
和
２
年
３
月
３
日
（
火
曜

日
）、
私
は
市
議
会
の
一
般
質

問
を
傍
聴
し
た
。
議
員
と
市
長

や
市
幹
部
職
員
が
直
接
応
答
す

る
現
場
に
臨
ん
だ
の
は
今
回
が

初
め
て
だ
っ
た
。
私
の
属
し
て

い
る
天
童
王
将
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
で
は
、
移
動
例

会
と
し
て
、
市
内
の

企
業
や
美
術
館
、
史

跡
な
ど
文
化
施
設
の

見
学
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
こ
の
移
動

例
会
と
し
て
市
議
会

を
傍
聴
し
た
。
市

長
、
市
幹
部
職
員
と
議
員
が
対

峙
し
て
座
る
議
場
に
は
厳
粛
さ

が
漂
っ
て
い
た
。
議
員
か
ら
の

詳
細
、
具
体
的
な
質
問
と
市
側

の
丁
寧
な
応
答
振
り
を
見
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
質
問
内
容
も
具

体
的
に
市
民
に
直
接
関
係
あ
る

こ
と
を
尋
ね
ら
れ
て
お
り
、
市

と
い
う
自
治
体
を
運
営
し
て
い

く
こ
と
は
本
当
に
大
変
だ
と
改

め
て
思
い
知
っ
た
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
や
、
全
国
的
に
ま
だ

保
持
し
て
い
る
人
が
１０
㌫
少
し

と
非
常
に
少
な
い
こ
と
に
は
驚

い
た
。
そ
れ
で
も
天
童
市
は
山

形
県
で
は
二
番
目
に
良
い
方
だ

と
い
う
こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
。

傍
聴
者
に
は
早
く
作
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

た
人
も
多
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
小
学
校
の
問
題

提
起
を
し
た
質
問
で
は
、

私
の
住
ま
う
天
童
南
部
小

学
校
で
す
ら
今
後
学
童
が

減
っ
て
い
く
と
知
り
驚
い

た
。
少
子
化
、
高
齢
化
が
正
に

本
当
に
身
近
な
こ
と
と
実
感
さ

せ
ら
れ
、
そ
の
対
策
の
難
し
さ

も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
昼
１２
時

を
過
ぎ
て
も
続
い
た
議
会
の
傍

聴
を
終
え
、
こ
れ
か
ら
は
「
市

議
会
だ
よ
り
」
も
目
を
通
す
べ

き
、「
積
ん
読
」
を
改
め
よ
う

と
思
い
な
が
ら
、
議
場
を
後
に

し
た
。

編
集
後
記

新
年
度
を
迎
え
異
常
事
態

が
起
き
て
い
る
。
近
年
は
、

予
想
も
つ
か
な
い
自
然
災
害

発
生
な
ど
で
、
身
の
安
全
を

考
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

と
思
う
。

令
和
に
な
っ
て
減
災
時
代

の
避
難
を
考
え
た
と
き
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
は
果
た

す
べ
き
役
割
が
違
っ
て
い

る
。
重
層
的
に
進
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
。

世
界
に
広
が
っ
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
一
日
も
早
く
終
息
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な

い
。

�

（
佐
藤
俊
弥
）

《
広
報
委
員
会
》

　
委 

員 

長　
三
宅　
和
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委
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和
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委　
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佐
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俊
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笹
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隆
義
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佐
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孝
一

6月定例会の日程（予定）

※請願の締め切りは、５月２９日（金）正午の予定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

本会議
（最終日）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

予算特別委員会常任委員会常任委員会

本会議
（初日）

インターネットで生中継します。

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。
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